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肥
後
狂
句

一
張
羅
　
雨
建
の
汗
し
み
こ
ま
せ

日
曜
大
工
　
高
う
つ
い
と
る
按
摩
代

重
さ
　
郵
便
局
じ
ゃ
送
ら
れ
ん

一
張
羅
　
樟
脳
臭
ァ
里
帰
り

日
の
暮
れ
て
　
撒
き
餅
と
粘
る
電
気
ウ
キ

一
張
羅
　
誰
で
ん
柄

（が
ら
）
憶
え
ら
れ

風
涼
し
　
嬌
長
袖
は
何
処

ェ
有
る
か

重
さ
　
さ
す
が
家
宝
の
碁
盤
ば
い

日
の
暮
れ
て
　
仔
牛
尋
ぬ
る
牛
の
声

重
さ
　
姑
が
加
え
る
里
土
産

一
張
羅
　
苦
難
の
シ
フ
の
残

っ
と
る

日
の
暮
れ
て
　
読
書
も
せ
ん
で
悩
む
秋

重
さ
　
欲
が
堀
ら
せ
た
ア
サ
リ
貝

日
の
暮
れ
て
　
ベ
ン
チ
が
恋
の
船
渡
し

夕

　

　

右

、

摘
み
寄
せ
て
千
草
分
け
合
う
展
望
所

身
ほ
と
り
に
書
も
針
箱
も
秋
灯
下

秋
草
や
工
事
中
止
の
飯
場
跡

続
け
さ
ま
落
つ
音
の
な
か
栗
拾
う

ふ
れ
て
見
る
す
み
れ

一
輪
帰
り
花

秋
草
を
聞
い
つ
間
は
れ
つ
山
の
径

阿
蘇
の
瞼
か
げ
れ
ば
寒
し
蕎
麦
の
花

黄
の
蝶
の
吹
き
返
さ
る
る
秋
の
風

鯉
は
ね
て
秋
水
大
き
輪
を
ひ
ろ
げ

干
し
終
え
て
仰
ぐ
外
輪
淡
紅
葉

う
け
答
え
短
か
き
父
子
松
手
入

一一
・・・

TEL(高森局09676)② 0611〔代表〕

人 口
-9月 30日 現在―

9,831人 li::|る ::炎
報

世帯数…

転入 29

転出 21

・・・・・・・・・ 2,639

出生 12

死亡  5

発行 阿 蘇 郡 高 森 町 役 場

囃
岡
本
　
琴
司

林
旧

浦
塚

馬
原

林田
上
黙
公
子

林
田
　
端
子

″

内
旧
あ
や
女

松
岡
の
ぶ
子

″

那
須
き
ぬ
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

」「
庄

泰
子

●  ●

●  ●

一
一″

南
天

馬
笑

不
忘

遠
来
の
客
を
招
じ
て
紅
葉
句
座

指
の
傷
い
た
わ
る
日
々
や
柿
を
む
く

は
る
ば
る
と
訪
い
来
し
木
曽
路
秋
時
雨

さ
わ
や
か
に
読
経
響
く
大
伽
藍

旅
発
ち
の
近
き
し
ず
解
く
初
袷

小
鳥
群
れ
つ
い
ば
む
木
の
実
ま
だ
青
く

鴫
高
音
つ
ぎ
つ
ぎ
に
あ
る
厨
ご
と

さ
わ
や
か
に
宿
舎
オ
ー
プ
ン
知
事
迎
え

秋
雲
の
影
置
く
根
子
を
真
向
い
に

雑
　
詠

国
民
体
暇
村
に
思
う

上
色
見
　
後
藤
嘉
平

（８６
）

○
な
が
ら
へ
て
国
民
休
暇
の
村
に
会
う

神
の
恵
み
ぞ
あ
り
が
た
き
か
な

〇
世
の
中
は
過
去
現
在
と
未
来
な
り

わ
れ
現
在
の
生
を
喜
ぶ

楽
天

下
町
向
上
会

の
慰
問
受
け
て

湯
の
里
荘
　
今
村
美
園

（６７
）

○
高
森
の
若
き
慰
間
の
人
等
来
ぬ

「
お
産
の
声
」
の
仁
輪
加
は
な
や
ぐ

〇
三
味
線
の
ば
ち
の
さ
ば
き
も
お
さ
な

か
り
　
炭
抗
節
弾
く
中
学
女
生
徒

○
ま
ご
こ
ろ
の
慰
間
の
菓
子
と
寿
司
の

味
　
舌
に
残
し
て
熱
き
茶
を
飲
む

敬
老
会
に
思
う

社
倉
　
今
泉
多
美
江

（８３
）

今
日
敬
老
会
、
台
風
も
祝
す
か
天
気

快
晴
。
会
場
へ
登
る
坂
道
、
心
も
明
る

く
集
う
老
人
皆
に
こ
に
こ
童
顔
童
心
。

歌
舞
音
曲
め
ぐ
る
盃
厚
き
も
て
な
し

う
れ
し
き
幼
児
の
十
を
数
え
る
肩
た
た

き
　
愛
と
し
き
顔
　
喜
久
子
の
幼
き
日

を
思
う
　
肩
の
こ
り
も
取
れ
　
命
も
シ

ワ
も
伸
び
た
心
地
　
あ
あ
有
難
き
御
世

敬
老
会

〇
敬
老
の
名
に
恥
し
き
身
の
ほ
ど
を

盃
を
手
に
お
も
う
今
日
か
な

（ご
×
寄
×
付
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

∧
香
典
返
し
∨

〉
高
森
横
町
の
後
藤
恒
夫
さ
ん
か
ら

（母
、
フ
キ
さ
ん
。
６８
歳
死
去
）

▽
高
森
昭
和
の
奥
村
政
治
さ
ん
か
ら

（妻
、
信
子
さ
ん
。
２４
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
横
須
賀
市
日
産
工
場
勤
務
の
尾
下
出

身
、
甲
斐
国
次
さ
ん
か
ら

▽
野
尻
地
区
の
バ
ン
ド

「
ロ
ア
リ
ン
グ

サ
ウ
ン
ズ
」
か
ら

ヘ
ー

′
′
　

只

）
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υ

Ｑ
）
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生       S51.9.16～ 10.15現在
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政

　

信
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幸

清

洋

村

　

藤

木

下

田

藤

川

奥

東

宇

赤

岩

高

工
吉

出

ｍ

町

和

町

丁

神

鳥

神

口
留

死

助

和

和

町

留

留

Ｇ

横

昭

横

西

天

山

天

芹

津

　

∈

昭

昭

横

津

津

秋 深 ま る 南 郷

抜けるように高い青空。ヒャツとした風が肌をなで、しみじ

みと
｀
秋ミを感じさせるこのごろです。黄金の穂波を打つ田ん

ぼでは、軽快なエンジンがうなり、原野では一家総出の刈り千
し作業が続きます。外輸の紅葉もいまがたけなわ。農家の取 り

入れが終わると、やがて南郷に厳しい冬がやってきます。
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お も な 内 容

□ 50年度町財政の決算報告…………………

□ 地域にとけ込む青年団活動…………・…

□ 農業者年金加入のすすめ……………・…

□ 日中友好「九州青年の船」に参加して・

□ 高森の歴史散歩・郷上の博物誌…………

□ みんなの広場 。学校短信…………………

□ 町民文芸 。おめでた 。おくやみ………・

″ハn
奮咀
Eノ~~ン
診療は午前
9時か ら午
後 5時 まで

月 月 月 月
5      28      21      14・(2)～ (3)

死
年

亡

(遺 族)(続柄)(死 亡 者)(縮
)

日

藤

本

医

院

中
松
⑦
０
０
２
０

日

後

藤

医

院

下
田
⑦
０
０
１
９

日

平

田

医

院

旭
通
②
０
２
１
６

日

馬

原

医

院

上
町
②
０
６
４
６

④

⑤

０

０

０

⑩

政次 妻 奥村 信子 24
政次 3女 奥村

恒夫 母 後藤

大蔵 母 津留

健正 母 原田

０

６ ８

６ ９

８ ９

子

キ

ェ

ヱ

京

フ

ッ

ミ

イ

キ

奥村

奥村

後藤

津留

原田

おめでた おくやみ

ンノ~=~~~フィ

鍼リ

|

黎緻雉



歳 出

決   算   額 1,429,005,510 1,347,927,338

翌 年度への繰越額 81,078,172

合 計 1,429,005,510 1,429,005,510

一 般 会 計

第 207号  (2)昭和51年 11月 1日 広 報 た か も り昭和51年 11月 1日り広 報 た か も(9  第 207号

五
十
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
五
特
別
会
計
に
つ
い
て
の
決
算
が
九
月
定
例
町

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
か
ら

い
た
だ
い
た
地
方
交
付
税
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
と
い
う
町
の
台
所
の
ゆ
く
え
を
、
み
な
さ
ん
に
図
表
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計
は
歳
入
総
額
十
四
億
二
千
　
四
千
七
百
九
十
二
万
円
で
、
差
し
引
き

九
百
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
十
二
億
　
八
千
百
七
万
円
の
繰
越
し
と
な
り
ま
し

歳 入濃
い
お
茶
と
梅
千

一
コ
、
こ
れ
が
私

の
一
日
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
茶
わ
ん
を

手
に
、
ふ
と
茶
戸
棚
や
タ
ン
ス
、
床
の

間
に
目
を
や
る
と
、
積
み
重
ね
ら
れ
た

箱
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。
お
中
元
、

お
歳
暮
、
お
年
玉
、
快
気
祝
い
、
祝
儀

の
引
出
物
な
ど
の
贈
り
物
で
、
た
ま
れ

ば
た
ま
る
も
の
で
あ
る
。

試
み
に
箱
の
中
を
分
類
す
る
と
、
お

茶
わ
ん
セ
ッ
ト
、　
コ
ー
ヒ
ー
茶
わ
ん
、

コ
ッ
プ
、
お
盆
、
菓
子
器
、
洋
間
に
し

か
合
わ
ぬ
果
物
皿
な
ど
で
、
同
種
の
も

の
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
す
で
に
老
境

に
入

っ
た
私
た
ち
夫
婦
は
、
補
充
の
必

要
も
な
く
、
た
だ
大
切
に
し
ま
っ
て
い

る
だ
け
で
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た

家
庭
は
私

宅
だ
け
で

は
な
い

で
し
ょ

広

（６２
）

そ
こ
で
、
贈
る
人
は
贈
ら
れ
る
人
の

こ
と
を
考
え
て
、
最
も
必
要
性
の
あ
る

消
耗
品
を
選
ぶ
よ
う
に
心
が
け
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
。
た
だ
型
式
と
し
て
、

な
ん
で
も
贈
れ
ば
義
理
が
す
む
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
ま
た
虚
礼
廃
止
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
早
急
な
実
現
は
難
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
贈
る
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
役
立
つ
も
の
を

選
び
、
ほ
ん
と
う
の
真
心
と
暖
か
み
を

伝
え
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
眠

っ
た
贈
零
品
を
有
効
に
生

か
す
た
め
、
交
換
、
分
譲
、
委
託
な
ど

の
場
が
町
内
に
出
来
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

鶏鯵
Ｉ

Ｒ
ト

贈
答
品
は
利
用
度
を
考
え
て

た
。

【
歳
入
】

歳
入
の
状
況
は
第

一
表
の

と
お
り
で
、
四
十
九
年
度
に
比
べ
一
億

六
千
五
百
三
十
九
万
円
、　
一
三
。
一
一‘

の
増
で
し
た
。
こ
れ
を
性
質
別
に
み
ま

す
と
、
第
二
表
の
と
お
り
で
、
地
方
交

付
税
な
ど
依
存
財
源
が
七
三
・
八
給
で

四
十
九
年
度
に
比
べ
○

。
六
で
の
減
。

こ
れ
に
対
し
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
自

主
財
源
は
一
八
・
三
で
で
、
わ
ず
か
な

が
ら
〇

・
二
新
の
伸
び
を
み
せ
て
い
ま

す
。
し
か
し
自
主
財
源
の
貧
弱
さ
は
い

つ
も
の
と
お
り
で
、
町
財
政
の
台
所
の

苦
し
さ
が
伺
え
ま
す
。

【
歳
出
】

歳
出
の
状
況
は
第

一
表
の

と
お
り
で
、
四
十
九
年
度
に
比
べ
一
億

四
千
百
二
十
三
万
円
の
増
、　
一
一
・
七

で
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と
、
農
林
水
産
業
費

二
六
・
四
で
を
ト
ッ
プ
に
総
務
費

一
八

・
六
で
、
民
生
費

一
二
・
五
で
、
土
木

費

一
一
。
四
で
と
続
き
、
全
予
算
の
六

九
で
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
性
質
別

で
は
義
務
的
経
費
（人
件
費
、
公
債
）、

投
資
的
経
費
と
も
昨
年
と
同
程
度
で
し

た
。
五
十
年
度
の
主
な
建
設
事
業
と
し

て
草
部
保
育
所
、　
基
幹

集
落

セ
ン
タ

ー
、
町
営
住
宅
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

生
き
る
道
に
つ
い
て

自

己
研
修

で

尊

い
人
生
を

津
留
　
馬
原
　
範
三

（
７３
）

毎
日
、
毎
日
の
生
活
に
き
ち
ん
と
け

じ
め
を
つ
け
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
倦

ま
ず
た
ゆ
ま
ず
生
き
て
行
く
の
が
人
間

と
し
て
の
生
き
る
道
で
あ
る
。

一
、
こ
の
世
の
中
で
一
番
み
じ
め
な
こ

と
は
、
他
人
の
生
活
を
う
ら
や
む
こ

と
で
あ
る
。

一
、
こ
の
世
の
中
で

一
番
み
じ
め
な
こ

と
は
、
人
間
と
し
て
教
養
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。

他
人
の
生
活
を
や
た
ら
に
う
ら
や
む

べ
き
で
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
じ

っ

と
内
面
に
収
め
て
、
自
己
研
修
の
か
て

と
し
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
結
果
が
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
野
菜
農
家

の
経
営
は
、
い
ま
特
に
至
難
と
さ
れ
て

い
る
が
、
人
に
よ
っ
て
は
見
事
に
成
功

し
て
い
る
。

成
功
す
る
ま
で
の
数
年
間
の
苦
し
み

合
理
的
経
営
な
ど
を
考
え
な
い
で

「
お

れ
も
ひ
と
つ
野
菜
生
産
で
、
ひ
と
も
う

け
し
て
や
ろ
う
」
と
、
な
ん
ら
の
心
の

準
備
も
な
し
に
、
す
ぐ
に
飛
び
込
ん
だ

ら
み
じ
め

な
結
果

を
生
む
に
相
違
な

い
。
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
上
だ
け
を

み
つ
め
な
い
で
、
下
を
見
、
中
道
に
生

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

人
間
と
し
て
の
教
養
は

一
朝

一
夕
に

出
来
る
も

の
で
は
な

い
が
、　
教
養
と

は
学
歴
と
感
違
い
し

て
い
る
人
が
多

い
。
教
養
と
は
学
歴
と
深
い
関
係
が
あ

る
と
思
う
が
、
大
学
卒
の
必
ず
し
も
教

養
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。
中
卒
だ
け

の
教
育
を
受
け
た
人
で
あ

っ
て
も
、
そ

の
人
の
多
年
の
決
意
い
か
ん
と
研
修
の

積
み
重
ね
で
は
、
大
学
卒
以
上
の
教
養

を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
教
養
と
は
何
ぞ
や
」

一
口
に
は
答

え
ら
れ
な
い
が
、
辞
書
に
は
①
教
え
そ

だ
て
る
②
教
育
修
養
―
と
あ
る
。
要
は

自
己
研
修
に
よ
っ
て
、
自
己
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る
。

【
高
森
小
】
▽
十
月
十
六
日
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
学
校
職
員
の
研
修
旅
行
を
行

い
、
約
八
十
名
が
参
加
。
山
鹿
小
を

視
察
し
た
あ
と
、
保
養
セ
ン
タ
ー
で

懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。

【
上
色
見
小
】
▽
十
月
十
八
日
に

交
通
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
講
話
や

映
画
の
あ
と
実
習
に
移
り
、
高
森
署

員
か
ら
歩
道
の
歩
き
方
、
正
し
い
自

転
車
の
乗
り
方
な
ど
交
通
道
徳
を
学

び
ま
し
た
。

【
色
見
小
】
▽
十

一
月
の
行
事
と

し
て
八
日
＝
児
童
の
読
書
感
想
文
発

表
会
、
九
日
＝
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
、
十
二

日
＝
町
内
音
楽
祭
の
参
加
な
ど
決
め

て
い
ま
す
。

原

稿

募

集

横
町

森

川

末

L::"ll・ ::"=:・
==・ `:=`==・ ==・ `=〕

・===`==・ ==・
1=h=:・ 1=“ :〕・=:“ =】

・==・ `ll・ ==・
11)`=■・1="==・

`=・
・11・

=“

「な わ と び」

尾下小2年 たのうえみとか

「農林」「福祉」重点に執行
一般会計自主財源はわずか7.9%

●  ●

●  ● 歳

　

出

〔第 1表〕

交通 安 全対策
特 別 交 付 金

使用料■手数料

地 方 譲 与 税

分オll令 ・負オll令

lll 童 収 入

111      債

口「     税

1中‡ 芝 出 金

県 支 出 金

地 方 交 付 税

686(0.1)

7,57905)

14,443(1.0)

15,489(1.1)

18,158(1.3)

20,790(1.5)

56,916(4.0)

68,80414 8)

87,60816.1,

1(]T,4()017.5,

u5; {0. I l

2(), t96 tl. 5)

2-1, 000 (r. 8)

s0,080 (2. 2)

,18, 06.1 (3. 6)

52,820 (4.0)

1 1 1. 758 i8. 3)

億
円

諸 之 出 令

商  ]: 費

費

　

費

防

　

会

消

　

議

金

収
金

入

　
金

車
付

付

　

工父

収
　
越

動
税

寄

自
得

諸

　
繰 衛  41i 費

公 債  費

災害 復 IH費

教 育  費

L 本  費

民 rL 費

総  務 費

農林水産業費

係
で
は
、
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
要
領
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
あ
て
先
　
高
森
町
役
場

「広
報
た
か

も
り
」
係

へ
ｃ

▽
テ
ー
マ
　
題
材
は
自
由
で
す
。

▽
原
稿
枚
数
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

で
二
枚
以
内
。
短
く
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▽
記
入
事
項
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
匿
名
希
望
の
場
合
は
そ
の
旨

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
投
稿

さ
れ
た
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

【
野
尻
小
】
〉
十

一
月
十
二
日
は

本
校
で
町
内
小
中
音
楽
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
高
森
中
】
十

一
月
の
学
校
行
事

の
主
な
も
の
と
し
て
▽
十

一
日
＝
健

康
診
断
▽
十
六
日
＝
郡
音
楽
会
〉
二

十

一
日
＝
体
暇
村
落
成
マ
ラ
ソ
ン
大

会
〉
二
十
五
日
郡
中
体
連
駅
伝
大
会

▽
二
十
六
日
＝
郡
音
楽
作
曲
コ
ン
ク

【
野
尻
中
】
十

一
月
中
の
校
内
行

事
▽
十
日
＝
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
▽
十

五
日
＝
学
校
安
全
の
日
▽
二
十
四
日

＝
生
徒
議
会
。

【
草
北
中
】
▽
十

一
月
十
三
日
は

校
内
文
化
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

() 3

億
１
億
円

１
億

円

‐
２
億

円 円

∞
年
度

歳   入 歳   出 繰 越 金

国 民 健 康 保 険 281,712,933 11,335,565

簡 易 水 道 79,915

住宅改修資金貸付金

99,290,244

3,345,337 14,831

1,081,200

258,377,368

99,210,329

3,330,506

24,8191,106,019

2,181,320 11,610

母子福祉資金貸付金

別 会 計

129,179

73,005 21 2.5)1 017

795(14.

入

―

v.*

観 魏

奨 学 資 金 貸 付 金 1 2,192,9301
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不
慮
の
交
通
災

害
に
見
舞
金
制

町
民
の
交
通
災
害
見
舞
金
制
度
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
思
わ
ぬ

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き
や
、
入

院
、
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
、
見
舞
金

が
も
ら
え
る
よ
う
に
町
が
掛
金
を
負
担

し
て
万

一
に
備
え
て
い
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
事
故
の
報
告
が
遅
れ
る
と

災
害
見
舞
金
が
出
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
交
通
事
故
で
十
日
以
上
の
災

害
を
受
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
役
場
福
祉

係

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

口
年
度
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
募
る

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
五
十
二
年
度

の
第

一
次
派
遣
隊
員
を
次
の
要
領
で
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
資
格
】
満
二
十
１
三
十
五
歳
の
男
女

【
業
種
お
よ
び
派
遣
国
】
農
林
水
産
、

製
造
、
保
守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健

福
祉
、
事
務
文
化
、
教
育
訓
練
な
ど
で

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
米
な
ど
二
十

力
国

【
派
遣
期
間
】
二
年
間

【
願
書
締
切
】
十

一
月
二
十
日
必
着

◎
詳
し
い
資
料
請
求
は
返
信
用
切
手

二
百
円
を
同
封
し
て
、
一Ｔ
一
五
〇
　
東

京
都
渋
谷
区
広
尾
四
―
二
―
二
四
　
青

年
海
外
協
力
隊
、
ま
た
は
県
庁
総
務
部

広
報
外
事
課
移
住
外
事
係
へ
。

１５
日
に
交
通
事

故
相
談
を
実
施

県
主
催
に
よ
る
巡
回
交
通
事
故
相
談

が
十

一
月
十
五
日

（月
）
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、　
一
の
官
町
の
県
阿

蘇
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
交
通
事

故
証
明
書
、
医
師
の
診
断
書
、
そ
の
他

の
関
係
書
類
を
お
持
ち
に
な

っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
の
税

納

期

に
特
例

給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
し
た
所
得

税
は
、
毎
月
、
徴
収
義
務
者
が
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
従
業
員

が
常
時
十
人
未
満
の
事
業
所
で
は
、　
一

定
の
手
続
を
す
れ
ば
、
年
二
回
で
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
の
窓

口
に
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
特

例
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
職
場
に

国
の
退
職
金
制
を

中
小
企
業
に
働
く
人
た
ち
の
老
後
の

安
定
を
図
る
国
の
退
職
金
共
済
制
度
の

活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。　
　
　
　
・

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
に
も
国
の
援

助
で
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
沢
職
金

が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
つ
く
ら
れ
た

事
業
団
が
責
任
を
も

っ
て
処
理
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
企
業
は
事
務
の
手
間
が

省
け
ま
す
。
そ
の
う
え
毎
月
の
掛
金
は

全
額
免
税
扱
い
の
特
典
が
あ
り
、
企
業

の
負
担
は
軽
く
て
済
み
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
〒
８
６
２
熊
本
県
商
工
労
働
水

産
部
労
政
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

0分 000

河

内

町

が

町

章

公

募
o公Cで0

飽
託
郡
河
内
町
は
合
併
二
十
周
年
を

記
念
し
て
町
章
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
　
県
内
居
住
者

（同
町
出
身
者

は
県
内
外
を
問
わ
ず
）
▽
締
め
切
リ

十

一
月
二
十
日
▽
応
募
方
法
●
未
発
表

に
限
る
②
図
案
は
官
製
は
が
き
に
直
径

八
彩
程
度
の
大
き
さ
で
、
下
方
に
簡
単

な
説
明
を
付
記
す
る
▽
送
付
先
　
同
町

総
務
課

（応
募
者
は
年
齢
、
職
業
、
住

所
、
氏
名
必
記
）
▽
発
表
　
十
二
月
十

五
日
▽
賞
金
　
特
選

一
点

・
五
万
円
、

入
選
三
点

。
一
万
円
▽
審
査
　
同
町
制

定
審
査
委
員
会

み
な
し
法
人
課

税
選
択
の
届
出

「
み
な

し
法
人
課

税
」
と

い
う
の

は
、
個
人

経
営
の
事

業
主
に

つ
い
て

も
、
法
人
の
課
税
方
法
に
似
た
方
法
で

所
得
税
を
計
算
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。つ

ま
り
、
個
人
経
営
の
事
業
主
も
、

法
人
と
同
じ
よ
う
に
報
酬
を
受
取
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
報
酬
額
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
、
更
に
、
給
与
所
得
控
除

も
受
け
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
み
な
し
法
人
所
得

（事
業
主

報
酬
額
を

除
い
た
利

益
）
に

つ
い
て

は
、
法
人
税
と
同
様
の
比
例
税
率
に
よ

っ
て
税
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
み

な
し
法
人
所
得
が
大
き
く
、
か
つ
、
事

業
主
報
酬
が
適
度
で
あ
る
場
合
に
は
大

変
有
利
に
な
り
ま
す
。

こ
の

「
み
な
し
法
人
課
税
」
を
利
用

で
き
る
方
は
、
現
在
青
色
申
告
を
し
て

い
る
方
か
、
来
年
か
ら
青
色
申
告
を
す

る
予
定
の
方
で
す
。

こ
の

「
み
な
し
法
人
課
税
制
度
」
を

来
年
か
ら
利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
今
年

十
二
月
末
日
ま
で
に
届
出
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
手
続
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
産
業
開
発
青

年
隊
員
を
募
集

熊
本
県
で
は
産
業
開
発
青
年
隊
員
を

募
集
中
で
す
。

Ｏ
修
得
科
目
　
土
木
施
工
、
測
量
、
建

設
機
械
の
運
転
、
整
備

（
一
カ
年
間
）

○
応
募
の
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
五

歳
ま
で

の
独
身
で
義
務
教
育

修
丁
以

上
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
人

○
応
募
期
間
　
十

一
月

一
日
か
ら
来
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間

○
提
出
書
類
　
①
受
験
票
②
履
歴
書
③

健
康
診
断
書
④
学
業
成
績
証
明
書

※
　
詳
細
は
菊
池
郡
大
津
町
大
津
　
熊

本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

へ
。

券
や

３
ｔ

惨
Ⅲ逐

ゝ
穏

′メ1害復旧費9,006万 円(6.7%)

扶助費8,915万円(6.6%)

電気ガス税 594万 円 (5.0%)

軽自動車税 267万円(2.3%)

●  ●

●  ●

性
質
別
支
出
の
内
訳

万 F,

の他

9%)

木材引取税
165万円(1.4%)〔第2表〕一般会計性質別財源内訳

なにんさ嫁も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す

と
、
毎
月
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多
額

の
退
職
金
が
支
給
で
き
安
心
で
す
。
ま

た
、
従
業
員
も
有
利
な
退
職
金
が
確
実

に
も
ら
え
る
期
待
が
あ
る
の
で
、
安
心

し
て
仕
事
に
打
ち
込
め
、
定
着
率
が
よ

く
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
毎
月
掛
金
を
お
近
く
の

金
融
機
関
に
払
い
込
ん
で
お
く
だ
け
で

あ
と
は
資
金
の
管
理
、
退
職
金
の
支
給

ま
で
、
す
べ
て
中
小
企
業
退
職
金
共
済

町
税
収
入
の
内
訳

ｍ
％

上
色
見
前
原

後
藤
み
つ
よ
さ
ん

（２２
）

】
旅
行

・
料
理

∧
休
暇
村
勤
務
∨５０

％

()0

46      47 48      49      50

1世帯 当た り

○町 の イ昔 金  40,945円
○使われたお金 513,888円
○負担した税金  44,872円

ひ と り当 た リ

○町 の 借 金

〇使われたお金

O負担 した税金

10,862円

136,333円

11,904円

●
曇

万
億1,01

歳 出
i3億 4,792

万円

目 的 別借 入 先 別

道路河川整備事業
4,9101万 円

(45.7%)

農業施設整備
2,300万円(21.4%)

980万 円(9.1

万

、6円|万

備福

資金運用部資金
6「860万 円

(63.9%)

銀 行 金

1,660万 Ff」 (15.5%

公庫公

1,290万 円 (12%

町

債

41.0%

置∫
4,

町 税
l億 1,770

万円

その他医琢目爵赤□ 崎循
5.5% 7.1% 7.5% 7.9%

%

町有財産の状況

面

の

所 有 高

78台

11

135 000

530 000

992 000国 債 証 券

権   利 2,390,000

県信用保証協

農業信用 ″

基    金 3,568,000

000

1,400,000

土 地 11,169,

5

6981lf

900

4005 18山    林

|
459
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演
劇
を
披
露
す
る
高
森
町
青
年
団
　
　
　
し
た
統
一
劇
場
の
ミ
ュ
ー
ジ
　
ー
シ
ョ
ン
」
第
二
部

「演
芸
」
第
三
部
　
に
考
え
、
ま
す
ま
す
盛
大
に
な
る
よ
う

■

■
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■
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■

■
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先
月
号
で
は
農
民
や
町
人
の
し
ず

め
石
と
し
て
エ
タ
、
非
人
の
身
分
が

つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、　
エ
タ
に
さ
れ
た
者
は

親
子
代
々
抜
け
出
す
こ
と
が
許
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

エ
タ
の
下
に
は
非

人
が
お
か
れ
ま
し
た
が
、
非
人
は

「

教
．市

長今
村
俊
男

菅

山

の
古

文

書

蘇
陽
町
、
高
千
穂
町
の
境
界
に
接
す

る
大
字
菅
山
は
、
水
堪
、
菅
山
、
水
迫

下
尾
野
、
栃
原
、
戸
ノ‐
下
な
ど
の
部
落

が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
●

ｒ
菅
山
は
町
子
八
井
耳
命
が
菅
の
葉
を

取
り
、．
み
そ
ぎ
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
ｆ
山
紫
水
明
、
育
々
た

氏
の
遠
祖
は
藤
原
鎌
足
で
あ
る
。
同
家

に
は
家
系
譜
の
ほ
か
ｏ
多
く
の
貴
重
な

古
文
書
が
残

っ
て
い
る
。
藩
政
時
代
に

同
家
は
岩
神
村
の
庄
屋
や
頭
百
姓
を
つ

と
め
た
。
そ
の
た
め
、
郡
代
か
ら
の
差

紙
や
御
口
達
書
写
な
ど
保
存
さ
れ
、
往

時
の
農
民
生
活
や
、
農
民
に
対
す
る
細

川
藩
の
政
策
が
判
然
と
す
る
。
ま
た
系

譜
に
よ
れ
ば
、
平
家
の
一

族
、
遠
州
浜
松
の
城
主
、

遠
山
伊
勢
守
時
行
、
天
文

十
九
年
四
月
、
こ
の
地
に

来
た
り
と
あ
り
、
娘
萬
字

姫
の
墓
も
残

っ
て
い
る
。

平
家
の
落
人
と
い
え
ば

五
家
荘
を
思
い
出
す
が
、

源
平
の
戦
い
に
敗
れ
た
平

氏
で
は
な
い
。
天
文
年
間

は
戦
国
時
代
天
文
十
九
年

は

一
五
五
〇
年

（今
か
ら

四
百
二
十
六
年
前
）
で
、

平
氏
の
一
族
で
あ
る
。

古
文
書
の
中
に
、
明
治

十
三
年
二
月
二
十
三
日
遠

山
軍
四
郎
氏
の

「
鹿
児
島

賊
徒
御
征
討
之
際
尽
力
候

に
付
為
其
金
拾
円
下
賜
候

倹
約
な
ど
良
い
点
も
あ
る
が
、
農
民
が

圧
政
に
い
か
に
苦
し
ん
だ
か
が
想
像
さ

れ
る
。　
一
例
を
挙
げ
る
と
―
―
。

一
、
御
年
貢
皆
級
不
致
間
米
穀
売
買
い

た
す
間
数
事
。

一
´
何
事
に
よ
ら
ず
徒
薫
い
た
し
候
事

は
堅
き
御
禁
制
な
り
、
ま
し
て
私
の

恨
に
よ
り
申
合
を
家
宅
を
打
ち
こ
わ

ち
狼
籍
の
仕
わ
ざ
有
之
も
の
は
、
重

き
御
咎
え
仰
付
筈
の
事
。

一
、
男
女
共
衣
類
は
不
及
申
襟
、
帯
、

笠
、
羽
織
、
懐
中
之
物
少
し
た
り
と

ス
ス
キ
の
葉
が
霜
枯
れ
始
め
る
晩

秋
の
野
に
陽
が
落
ち
て
、
暮
れ
な
ず

む
寒
々
と
し
た
茜

（あ
か
ね
）
の
空

を
バ
ッ
ク
に
、
物
思
い

に
沈
ん
だ
よ
う
に
う
つ

向
い
た
こ
の
花
の
姿
ほ

ど
、
友
愁
に
満
ち
た
も

の
は
な
い
。

昼
間
は
そ
う
ま
で
思

・わ
な
か

っ
た
が
、　
こ
う

し
て
夜
が
近
ず
く
と
、

何
か
冬
の
匂
い
と
い
っ
　

・

た
も
の

が

成
心じ

ら
れ

拓
「
そ
の
匂
い
は
風
の

・
樋
う
■
の
■
よ
り
、
森
陰
や
盆
地
状

・０
‐‐畑
つ
あ
た
つ
に
た
た
ず
ん
で
い
る

ヽ

‥‐ゃ
に
溶

‐‐け
て
一
朝
ま
で
静
か
に
残

・
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
　
　
・

・

‐
・

も
地
布
、．
木
綿
を
用
い
、
髪
の
道
具

木
櫛
角
、
鯨
の
こ
う
が
い
之
外
並
踏

物
に
ぬ
り
下
駄
、
雪
駄
の
類
相
用
い

ま
じ
く
、
勿
論
御
免
無
之
者
共
、
脇

差
、
菅
笠
等
堅
用
申
す
ま
じ
き
事
。

一
、
婚
礼
之
儀
勝
手
よ
ろ
し
く
、
筋
目

之
有
者
は
白
木
長
持

一
つ
、
其
外
は

半
櫃

（び
つ
）
ま
た
は
皮
櫃

一
つ
櫛

箱

に
至
る
迄
、
春
慶
塗
は
不
レ
苦
、

且
婚
礼
之
節
若
者
共
打
寄
り
樽
入
致

す
ま
じ
く
、
嫁
入
、
聟
入
之
件
身
近

き
親
類
並
両
隣
五
人
組
内
ま
で
披
露

動
物
た
ち

Ｄ

　

は

い
ち

早

⊂
．　
　
く
、
こ
の
匂

い
を
知

っ
て

い
る
の
か
、
さ
っ
き
刈
千
し
の
小
積

み
が
、
長
い
影
を
引
い
た
丘
の
陰
で

会

っ
た
キ
ツ
ネ
は
、
も
う
冬
毛
の
装

い
を
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。

，
や
が
て
木
＝
し
が
政
き
＾
雪
や
あ

ら
れ
が
訪
れ
る
ｔ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
・

な
る
と
、
こ
の
ハ
バ
十
■
ボ
ク
チ
の
・

「喜]の く4>
[皇三≡豊 :リ

る
森
林
に
囲
ま
れ
た
迫
間
は
地
味
肥
沃
　
　
　
　
　
　
事
、
熊
本
県
」
の
賞
状
む

で
、　
一
面
の
稲
田
が
青
あ
ろ
し
に
な
び
　
あ
る
。
賊
徒
と
は
西
郷
軍
の
こ
と
で
、

い
て
い
る
。
夏
の
一
日
、
文
化
財
保
護
　
西
南
役
で
は
当
地
も
兵
火
に
か
か
り
、

委
員
の
岩
下
智
治
氏
‐‐と
菅
山
の
遠
山
宗
　
・・西
郷
軍
は
倉
・岡
か
ら
延
同
へ
と
退
却
し

雄
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
の
記
念
碑
も
坂
本
に
建

っ
て
い

菅
山
は
二螺
山
姓
が
多
い
ｆ
逮
山
と
い
一　
る
。
古
文
士
日
の
中
に
、
、御
法
度
筋
積
■
一

え
ば
、
計
談
や
ガ
レ
ビ
一
お
な
じ
み
の
　
‐教
諭．士”が
み
る
ｆ
地
方
だ
端
の
行
政
当
一

遠
山
の
・金
さ
ん
〓
」と
、
北
町
「本
行
金
四
１
．事
者
と
し
で
０
苦
．労
、一お
■
び
当
時
の̈
一

郎
景
元
の
一名
本
律
を
思
」
出
す
ｆ
遠
山
　

胤
時
生
清

へ
あ

．規
冊
，　
一，誌
、
■
素
、
．

歴史散歩

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り

を
密
接
に
し
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
高

森
町
青
年
団

（本
田
生

一
団

長
百
三
十
人
）
は
、
さ
る
十

月
二
日
高
森
中
体
育
館
で
初

の
青
年
祭
を
開
き
、演
劇
、
コ

ン
ト
、
舞
踊
な
ど
を
披
露
し

て
町
民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

同
青
年
団
は
、
昨
年
企
画

足
洗
い
」
が
で
き
て
、
農
工
商
の
身

分
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

あ
た
り
も
実
に
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

エ
タ
は
農
工
商
か
ら
さ
げ
ず
ま
れ

い
ま
も
残
る
賤
民
意
識

カ
ル

一
ふ
る
さ
と
」
が
成
功
し
た
こ
と

か
ら
団
活
動
が
盛
り
上
が
り
、
こ
と
し

は
総
会
で
団
員
自
ら
が
演
劇
に
挑
戦
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

舞
台
装
置
か
ら
宣
伝
ま
で
す
べ
て
団

員
の
手
で
消
化
。
会
場
に
は
工
作
物
、

手
芸
、
生
け
花
、
絵
画
な
ど
も
展
示
さ

れ
、
土日
年
表
示
に
色
ど
り
を
そ
え
ま
し

た
ｃプ

ロ
グ
ラ
ム
は
第

一
部

「
レ
ク
リ

ェ

は
な
い
が
、
下
の
者
に
比
べ
る
と
、

自
分
は
ま
だ
ま
し
な
方
だ
」
―
と
、

上
は
下
級
武
士
か
ら
下
は
賤
民
に
至

る
ま
で
、
あ
き
ら
め
と
も
満
足
と
も

つ
か
ぬ
複
雑
な
、
し
か
も
巧
み
な
方

法
で
民
衆
の
心
の
均
衡
を
と
る
こ
と

に
成
功
し
た
の
で
す
。
ま
さ
に
支
配

者
の
思
う
つ
ば
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
幕
府
の
一
方
的
な
都
合

だ
け
で
、
つ
く
ら
れ
た
近
世
の
賤
民

制
度
が
、
幕
藩
政
治
は
お
ろ
か
、
明

「
―
―
―
＝
―
―
＝
―
―
「

――
「
―
＝
―
―
＝
「
「

甲
斐
有
雄
翁
の

頌
徳
碑
が
完
成

．

尾
下
多
々
野
地
区

幕
末
時
代
の
道
標
づ
く
り
の
功
労
者

故
甲
斐
有
雄
翁
の
頌
徳
碑
が
尾
下
の
多

々
野
原
公
園
に
完
成
、
こ
の
ほ
ど
来
賓

地
元
住
民
な
ど
約
百
五
十
人
が
集
ま
つ

て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
・・

甲
斐
有
雄
翁
は
文
政
十
二
年
尾
下
の

多
々
野
生
ま
れ
で
、
生
涯
を
道
標
づ
く

り
に
打
ち
込
ん
だ
人
。

明
治
四
十
二
年
、
八
十

一
歳
で
死
ぬ

ま
で
、
四
十
八
年
間
に
阿
蘇
郡
は
じ
め

上
益
城
、
飽
託
、
宮
崎
県
西
臼
杵
、
大

分
県
直
入
郡
な
ど
全
部
で
千
九
百
基
余

り
を
建
て
ま
し
た
ｃ

そ
の
間
、
慶
応
二
年
か
ら
明
治
十
九

年
ま
で
藩
、
県
庁
よ
り
奇
特
の
人
と
し

て
数
回
に
わ
た
っ
て
表
彰
さ
れ
、
昭
和

三
十
三
年
に
は
県
近
代
文
化
功
労
者
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
き
に
津
留
地
区
に
あ
る
顕
彰
記
念

碑
が
復
元
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
尾
下

地
区
で
も
、
頌
徳
記
念
碑
の
話
が
具
体

化
、
碑
建
設
期
成
会
を
発
足
き
せ
て
寄

付
を
募
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
碑
は
高

さ
約
三
研

（台
座
と
も
）
。
総
工
費
二

十
二
万
五
千
円
。
碑
石
は

「
頌
徳
碑
甲

斐
有
雄
君
之
碑
」
と
、
刻
ん
で
あ
り
ま

す
。い

た
し
、
さ
っ
と
盃
ば
か
り
に
て
相

済
し
可
中
事
．
　
　

以^
下
略
）

【
お
わ
び
】
前
号
本
多
一矛
休
氏
と
み

る
は
本
国
と
白
川
県
の
辞
令
に
あ
％
訂

正
し
ま
す
。
な
お
、
同
じ
く
前
号
末
尾‐

に
三
竹
と
あ
る
の
は
三
武
の
誤
り
で
、

阿
蘇
南
部
校
を
明
治
三
十
四
年
に
卒
業

し
た
同
級
生
の
逸
材
、
二
子
石
武
喜
、

古
沢
好
武
、
今
村
武
彦
の
三
氏

（い
ず

れ
も
故
人
）
で
あ
る
。
い
つ
も
首
席
を

争
っ
た
仲
間
と
し
て
、
伺
校
出
身́
つ
古

老
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

ま
は

一
月
固
く
木
質
化
し
、
下
草
の

す
べ
て
が

す

っ
か

り
朽
ち
果
て
て

も
、
ひ
と
り
超
然
と
孤
高
を
保
ち
立

ち
続
け
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
ｊ

私
は
花
の
盛
り
の
こ
ろ
よ
り
、
か

え
っ
て
こ
の
こ
ろ
の
姿
に
、
な
ぜ
か

強
く
心
を
引
か
れ
る
。
そ
れ
は
晩
秋

の
野
の
悲
愁
を

一
段
と
か
き
た
て
る

点
景
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
・な
い

も
の
の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る

農民への圧政が明確

初
の

青
年
祭
」
開
く

舞
踊
、
演
劇
な
ど
披
露

●  ●

●  ●

,ハ
バ ヤマボクチ

抽
せ
ん
会
か
ら
な

っ
て
お
り
、
之
く
に

′第
二
部
の

「演
芸
」
は
、
町
内
八
支
部

の
団
員
が
こ
の
日
に
備
え
て
、
二
週
間

ぶ
っ
通
し
の
猛
げ
い
こ
を
や
っ
た
だ
け

に
、
ど
の
出
し
物
も
堂
に
入
っ
た
出
来

ば
え
。
上
色
見
地
区
青
年
の
舞
踊
を
皮

切
り
に
、　
コ
ン
ト

（野
尻
、
草
北
）
、

寸
劇

（色
見
、
高
森
）
、
郷
土
芸
能

「

高
千
穂
か
ぐ
ら
」

（南
在
）
、　
コ
ー
ラ

ス
（草
南
）
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
ｃ

最
後
の
九
十
分
も
の
の
演
劇

「
一
姫

二
太
郎
三
か
ば
ち
ゃ
」
は
再
び
上
色
見

地
区
青
年
の
登
場
。　
″青
春
群
像
″
を

コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
も
の
で
し
た
が
、

各
人
が
役
ど
こ
ろ
を
適
確
に
つ
か
み
、

六
百
人
の
観
客
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

本
田
団
長
は

「
み
な
さ
ん
に
青
年
団

活
動
の
活
発
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
成
功

で
し
た
。
来
年
は
内
容
、
宣
伝
を
十
分

治
以
後
の
資
本
主
義
社
会
に
な

っ
て

も
、
民
衆
統
治
の
て
だ
て
と
し
て
残

さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
見

過
せ
な
い
事
実
で
す
。

し
か
も
、
士
農
工
商
の
身
分
差
別

が
な
く
な

っ
た
今
日
、
な
お
私
た
ち

の
隣
人
が
封
建
遺
制
に
苦
し
み
、
あ

る
と
き
は
私
た
ち
自
身
が
当
時
の
農

民
と
同
じ
よ
う
に
部
落
の
人
々
を
差

別
し
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
よ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
差
別
は
な
い
と

い
い
な
が
ら
、
根
強
く
生
き
続
け
て

い
る
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

高
森
中
　
狭
間
式
雄

に
し
て
い
き
た
い
」
と
「
呻
じ

・て
・い
ｔ
ｔ

た
ｃ　

・
　

‥
‐
　
　
‥
ｒ
　
・‥

―
　
・

だ
ろ
う
か
ｃ

・
一　
・

・花
の
う
き
方
は

，
ザ
ド
に
似
て
い

て
同
じ
キ
ク
科
で
あ
る
が
、
二
ん
な
，

‐
た
く
さ

‐ん
あ
る
わ
り
に
は

は
如
・・ら
・れ
て
い
な

い
し
、
●
ま
・た
野
一・

・
　
尻
ｒ
草
部
で
は
―――
ゴ
ボ
ウ
と
か
、
弓

取
り
紡
主
な
ぜ
と
呼
ば
れ

●
　

　

・　

一■

Ｆ

・塙
珠
町
文
化
Ｗ
・保一一楼
メ̈
一黒
ｉ

・
輩
・韮

（罫
一邊
全

‥

１
１

１
１

・
　

■

■
―

■

，
ギ

‐
■

な
が
ら

「
自
分
た
ち
は
非
人
よ
り
上

だ
」
と
自
ら
な
ぐ
さ
め
、
非
人
は

「

自
分
は
エ
タ
と
違

っ
て
、
い
つ
で
も

も
と
に
戻
れ
る
」
と
い
っ
て
自
己
満

足
し
ま
す
。

「
上
み
て
暮
ら
す
な
下

み
て
暮
ら
せ
」

「自
分
た
ち
も
楽
で
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農
業
者
年
金
と
は
農
業
者
の
老
後
の

幸
せ
と
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に

公
務
員
や
会
社
員
の
恩
給
、
年
金
制
度

に
倣
ち
て
、
国
が
法
律
を
定
め
て
創
設

さ
れ
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。

該
当
農
家
は
当
然
加
入
と
し
て
経
営

主
、
ま
た
任
意
加
入
と
し
て
後
継
者
の

二
人
が
、
原
則
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
■
牛
回．に
こ
の
当
然
加
入
に
つ
い
て

説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
然
加
入
と
は
、
い
わ
ゆ
る
義
務
的

加
入
の
意
味
で
、
資
格
の
あ
る
人
は
企

員
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
者
年
金
法
は
四

十
六
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
た

め
、
大
正
五
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
な
い
と
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
年
金
が
二
十
年
年
金
制
度

（
二
十
年
間
保
険
料
を
納
め
て
給
付
が

受
け
ら
れ
る
）
で
あ
る
た
め
、
別
表
Ｉ

に
示
す
よ
う
に
、

昭
和
十
年

一
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
に
対
し
て
は

特
例
で
、
被
保
険

者
期
間
の
短
縮
制

の

てて
な
と

るヽ
者ヽ |こ

ている。
げる者にし て

す
る.

が各
であ

●

●

る 短縮さ

の

つ い て

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
被
保
険
者
と
な
る
た
め
に
は
０

大
正
五
年

一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
②
国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と

０
自
作
地
お
よ
び
小
作
地
合
わ
せ
て
五

十
イ
以
上
の
農
業
経
営
主
で
あ
る
こ
と

―
が
必
要
で
す
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
す
で
に
時
効
の

成
立
に
よ
っ
て
、
資
格
要
件
が
消
滅
し

て
い
る
人
や
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
保
険
料
収
納
の
消
滅
時
効
と
の

関
連
で
、
年
金
給
付
に
結
び
つ
か
な
い

人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
せ
つ
か
く

の

≫

月

日

の

月

前
年
以

得
月

国
が
法
律
を
定
め
て
、
農
業
者
が
他
の

産
業
就
業
者
の
退
職
金
や
恩
給
に
見
合

う
制
度
を
設
け
た
の
で
す
か
ら
、
加
入

者
は
保
険
料
を
納
め
、
当
然
加
入
資
格

者
は
今
す
ぐ
農
業
委
員
会
、
も
し
く
は

農
協
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

′こ

取

の
格
欄

資
Ｊ

日

【

日ごとに.::  、

高森の観光拠点に
:二:南阿蘇国民休暇村 ―

=
落 成 祝 い 開 所 式

す
で
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
南
阿
蘇
国

民
休
暇
村
の
開
所
式
が
、
十
月
十
五
日

午
前
十

一
時
か
ら
同
体
暇
村
の
本
館
宿

舎
で
、
関
係
者
二
百
人
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

同
体
暇
村
は
観
光
行
政
の
重
点
事
業

と
し
て
、
四
十
六
年
か
ら
県
と
本
町
が

環
境
庁
や
財
団
法
人
国
民
休
暇
村
協
会

に
働
ぎ
か
け
草
河
原
に
誘
致
し
た
も
の

■
　
で
、
九
州
で
は
志
賀
島

（福
岡
）
ぃ
指

年

宿

（鹿
丹
ら

、
雲
仙

長^
崎
）
に
次

い
で
四
番
‐日‐。

原
野
の
ス
ロ
ーー
プ
を
利

用
‐し
た
六
十
九
・六
≫
ウ
敷
壇
に
、
縦
工

・
費
西
億
九
千
万
円‐
を
投‐
じ
で
どだ成
し‐
姜

ザ
　
し
た

，
阿‐蘇
外‐輸
山
を
バ
ス
グ
、に
宿
合

が
建
ち
、
南
郷
谷
と
阿
蘇
五
岳
が

一
望

で
き
る
景
勝
地
。
オ
■
プ
ン
以
来
，
■

か
月
で
約
二
千
五
百
、人
ハ
和
肝
―
〓
■
¨

ま
ず
の
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
ま
す
、

開
所
式
は
三
階
ら
、だ

会‐
議
室
で
行
な

れ
、
葛
西
国
民
休
暇
村
協
会
長
の
あ̈
い

さ
つ
、
城
戸
環
境
庁
事
務
次
官
．
沢
田‐̈

県
知
事
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
こ
の
あ
と

岩
下
高
森
町
長
が

「裏
阿
蘇
的
な
存
在

の
高
森
町‐
に
、
ょ
ヶ
や
く
観
光
れ
一一点
溝

で
き
あ
が

，
た
ｌ
」れ
■
■
」尽
力
い

た
だ
い
な
関
係
者‐
の
皆
様
に
心
な
け
、

礼
を
中
し
上
げ
ま
す
「
ど
、
ぉ
租
Ｌ
の，．

言
葉
を
遊
べ
、
裾
実
に
♯
一ヶ
〓
ぃ
だ
■

一・　
　
・́　
・１
■
■
∵

三
∵
ｌ
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五
十

一
年
度
日
中
友
好

「九
州
青
年
の
船
」
の
団
員
に
選
ば
れ
、
中
国
で

の
参
観

・
交
流
、
船
内
研
修
な
ど
体
験
し
て
、
こ
の
ほ
ど
帰
国
し
た
本
町
菅

山
の
遠
山
雄
司
さ
ん
（
二
五
）が
、
十
五
日
間
に
わ
た
る
上
海
、
旅
大
、
藩
陽
な

ど
で
知
り
得
え
た
中
国
事
情
を
次
の
よ
う
に
リ
ポ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
い
か
に
す
れ
ば

正
常
な
姿
に
復
元
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。
し
か
も
今
や
正
に
、

そ
の
端
緒
に
達
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
八
億
も
の
大
衆
を
大
挙

一
括
、
団
結
さ
せ
、
国
民
す
べ
て
の
繁

栄
と
国
家
の
飛
躍
的
発
展
を
促
し
て
い

る
も
の
は

一
体
何
で
あ

っ
た
の
か
。
無

論
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
、
毛

沢
東
思
想
、
お
よ
び
中
国
共
産
党
の
指

導
で
あ
ろ
う
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
我
々
が
訪
問
し
た
幾
多

そ
れ
で
い
て
自
信
と
誇
り

の
あ

る
一品

格
。
こ
れ
ら
を
単
に
民
族
的
性
格
の
相

違
と
し
て
見
過
す
に
は
、
そ
の
要
因
に

お
い
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
中
国
の
子
供
と
会
話
を
持
つ
と

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
、
毛
思
想
、
闘

争
、
革
命
、
覇
権
主
義
反
対
な
ど
の
言

葉
が
次
々
に
出
て
く
る
。
教
科
書
に
よ

る
活
字
教
育
だ
け
を
学
ん
だ
我
々
は
驚

異
感
さ
え
受
け
る
が
、
中
国
で
は
幼
稚

園
時
代
か
ら
、
社
会
主
義
に
備
え
た
思

想
教
育
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

導
き
手
と
す
る
」
の
理
念
が
示
す
と
お

り
、
中
国
で
は
国
家
繁
栄
の
基
盤
を
農

業
に
置
い
て
い
る
。
農
業
の
進
展
な
く

し
て
国
家
の
存
在
な
し
と
す
る
の
で
あ

り
、
総
人
口
八
億
中
六
億
が
就
業
者
と

い
う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
を
顕
著
に
物

語

っ
て
い
る
。

彼
ら
の
農
業
に
対
す
る
意
気
込
み
は

我
々
の
想
像
を
絶
す
る
。
た
だ
技
術
面

お
よ
び
近
代
化
の
点
で
、
先
進
国
に
遅

れ
を
見
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、　
″農

業
は
大
祭
に
学
ぶ
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
一
致
団
結
」

「刻
苦
奮
闘
」
の
精
神

で
、
農
業
生
産
の
増
大
を
目
指
す
彼
ら

が
、
い
ま
に
飛
躍
的
な
向
上
を
遂
げ
る

の
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
と
し
て
、
物
質
的
に
豊

か

と

は

い
え
な
い
彼
ら
の
生
活
で
あ

る
。
し
か
し
彼
ら
は
我
々
日
本
人
の
失

な

っ
た
も
の
を
、
い
ま
な
お
持
ち
て
い

る
。
そ
れ
は
素
朴
な
人
間
ら
し
い
心
と

明
確
な
目
標
で
あ
る
。
精
神
的
な
豊
さ

を
持
つ
彼
ら
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
我
々

よ
り
幸
福
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
つ
亀

彼
ら
が
偉
大
な
指
導
者
と
仰
い
だ
毛

主
席
を
失

っ
た
い
ま
、
衷
心
よ
り
追
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
全
人
民
が

そ
の
悲
し
み
を
力
に
変
え
、
人
民
に
奉

仕
す
る
思
想
を
全
う
し
、
そ
の
進
撃
な

情
熱
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
祈

っ
て
止

ま
な
い
。

最
後
に
不
幸
な
歴
史
を
、
ま
た
価
値

観
と
体
制
の
相
違
を
超
越
し
て
、
誠
心

誠
意
、
我
々
を
熱
烈
に
歓
迎
し
て
く
れ

た
す
べ
て
の
中
国
人
民
に
、
心
か
ら
感

謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
週
間
の
あ
わ
た
だ
し
い
旅
程
の
中

に
も
、
私
の
脳
裏
に
鮮
明
に
焼
き
つ
い

た
中
国
、
そ
れ
は
国
民

一
人

一
人
が
真

の
社
会
主
義
国
家
建
設
と
い
う
偉
大
な

目
標
の
下
に
、　
一
致
団
結
し
、
着
実
な

発
展
を
遂
げ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

「独
立
白
主
」

「
自
立
更
生
」

「刻

苦
奮
闘
」
の
精
神
を
貫
徹
、
国
家
建
設

の
主
人
公
た
る
労
働
者
の
姿
は
誇
り
高

く
、
ど
の
顔
も
自
信
に
満
ち
、
ヒ
ス
イ

の
ご
と
く
、
光
り
輝
く
瞳
を
持

っ
て
い

た
。
そ
の
事
実
を
自
分
の
膚
で
感
じ
た

と
き

「
人
間
は
た
し
て
自
分
の
意
志
を

捨
て
国
家
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
可
能

紅
少
兵
の
軍
事
訓
練

か
」

「私
利
私
欲
の
な
い
労
働
に
、
は

た
し
て
、
意
欲
が
生
ま
れ
る
の
か
」
な

ど
、
訪
間
前
に
少
な
か
ら
ず
偏
見
を
混

え
て
持
ち
て
い
た
疑
間
は
、　
一
瞬
に
し

て
広
大
な
中
国
大
地
の
露
と
消
え
失
せ

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
羨
望
の
念

へ
と

日
中
友
好
「九
州
青
年
の
船
」
に
参
加
し
て

菅
山
　
遠

山

雄

司

（
２５
）

移
行
し
た
の
も
、
ま
た
必
然
で
あ
る
。

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
日

本
的
風
潮
。
他
方
、
人
民
の
貢
献
が
も

た
ら
す
国
家
の
繁
栄
は
、
大
衆
の
平
等

な
幸
福
を
導
く
と
い
う
中
国
的
観
念
、

そ
れ
は
根
本
に
お
い
て
、
相
違
は
明
確

だ
。
し
か
し
、
両
者
と
も
人
民
の
幸
福

追
求
の
手
段
で
あ
り
、
互
い
を
真
に
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
相
手

の
立
場
を
尊
重
し
、
信
頼
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
再
考
す

べ
き
は
、
履
き
違
え
た
エ
ゴ
の
自
由
主

の
学
校
、
工
場
、
あ
る
い
は
人
民
公
社

な
ど
で
、
常
に
彼
ら
か
ら
聞
か
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

次
に
中
国
教
育
の
特
性
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。

第

一
に
道
徳
教
育
、
お
よ
び
思
想
教

育
の
徹
底
と
い
う
こ
と
。
幼
稚
園
、
小

中
学
校
訪
間
に
当

っ
て
、
ま
ず
私
の
関

心
を
引
い
た
も
の
、
そ
れ
は
絶
や
さ
ぬ

笑
顔
の
中
に
も
、
実
に
節
度
あ
る
学
童

の
品
行
で
あ
る
。
何
事
に
も
物
お
じ
し

な
く
臨
機
応
変
な
風
格
、
派
手
さ
の
な

い
積
極
的
な
態
度
。
人
な
つ
っ
こ
い
、

第
二
に

「
理
論
と
実
践
の
結
合
」
を

通
し
て
、
労
働
の
価
値
、
尊
さ
を
体
得

す
る
と
い
う
理
想
的
な
教
育
理
念
。
つ

ま
り
、
学
校
は
工
場
、
農
園
を
所
有
し

生
徒
は
実
際
に
町
工
場
、
人
民
公
社
に

赴
き
、
労
働
の
苦
し
み
と
戦
い
な
が
ら

社
会
奉
仕
の
精
神
を
真
の
知
識
と
し
て

得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
程
実
質
社
会
と

迎
合
、
合
致
し
た
教
育
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。

ち
な
み
に
中
国
教
育
の
方
針
を
尋
ね

る
と

「知
育
」

「体
育
」
で
あ
る
と
い

う
。

「農
業
を
基
礎
と
し
て
、
工
業
を

●

●

鰯

鼈隋

閂
憾
、
Ｍ
　
　
が
愧
｝鷹


